
 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KG3 

科目ｺｰﾄﾞ 100120 

科  名 IMD科 3年 

科目名 マーチャンダイジング演習・企画 

 

単  位 3単位（前期 1/後期 2） 

授業期間 （通年） 

 
担当教員(代表)：黒川智生 共同担当者： なし 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

前期の企業との取り組み企画、後期の卒業制作に合わせて、それぞれをマーチャンダイジングの側面から支え

るべく、「知識の整理⇒各項目仮説設定⇒点検⇒アウトプット⇒点検⇒修正⇒プレゼン」という企画フロー繰り返

す。これは MDの PDCAサイクルと同様であり、卒業後の各種業務にも活用できるレベルを目指す。 

  
【授業計画】 

 

●前期（14 回） 

・春季課題発表 

 ⇒UA 事業、店舗への共通認識を作る 

・最新数値からの読み取り 

 ⇒最新動向を MD 設計に活かす 

・販売計画Ⅰ～Ⅲ 

 ⇒MD 論Ⅱで学んだ計画方式を、自分達のブランドに即して実際にやってみる 

・UA 企画プレゼン準備×3、プレゼンフィードバック＋企画修正×2 

 ⇒トワルプレゼンに向けた準備、フィードバックを本プレゼンに活かす 

・UA 企画最終プレゼン準備-1～3 

 ⇒前期企画最終プレゼンに向けた準備 

 

●後期（28 回） 

・卒業制作プランニング A×5 

 ⇒卒業制作の意味を踏まえながら、企画骨子を固める。 

・卒業制作プランニング B×9 

 ⇒トワルプレゼンを経て、前期企画では触れない（自主販路、顧客づくり、販売計画詳細、収支計画詳細）を 

 扱ってゆく。 

 
【評価方法】  

・出席 30 点＝３０点×出席率（X/14）   

・前期課題評価＝20 点（S、A,、B、C） ・後期課題評価＝30 点（S、A,、B、C） 

・特別加点 20 点＝各自の取り組みに対し、加点します。 

 
 
主要教材図書  特になし 

参考図書    随時紹介します。 

その他資料   随時紹介します。 

 
授業の特徴と担当教員紹介 
・理論解説とともに、チーム別の個別課題へのアドバイスを通じて、実際のビジネス視点を養ってゆきます。 
・授業の各種連絡、課題提出などは、指定の Google Classroomを活用します。各個人の学びが多くなるようにしましょう。 
・株式会社ワールドにてブランド運営業務（18年）、2006年独立。日本＋東アジア圏のファッションブランドを支援中。 
 
記載者氏名  黒川智生 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KG3  

科目ｺｰﾄﾞ  

科 名 インダストリアル MD科 3年 

科目名 カットソー 

単  位   15単位 

授業期間 2025/04/17～2025/09/11 
 

担当教員(代表)： 鈴木美穂 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

・素材特性の基礎知識を習得 

・縫製時の注意・特殊ミシンの基本的な取り扱いを学ぶ 

・商品化する商材として、製品サンプルを各自仕上げ他者へ向けて共有、プレゼンを行う 

  
【授業計画】 

 

1． 素材特性の基礎知識を習得                                                                                         

【講義】 

講義の中で実際の素材・製品に触れ、布帛との違いを理解 

商品化されるまでの流れについてを学ぶ 

 

2． 縫製時の注意・特殊ミシンの取り扱い実技                                   

【講義・実技】 

各部位の名称・採寸方法の理解 

実技>ベーシックな Tシャツ作成を通し、縫製仕様書作成・パターン・縫製について学ぶ 

特殊ミシンを使用し、カットソー縫製を実践 

 

3． 商品化する商材サンプルの作成・実技                                      

【講義・実技】 

初回の実技を基に、MD 計画内での構成比・コスト・商品化する過程を考え製品サンプルの作成を進める 

実技>自身のデザインイメージ・商品化する商材を、縫製仕様書作成・パターン・縫製 

   最終発表>商品化する商材として、製品サンプルを各自仕上げ他者へ向けて共有、プレゼン 

 

4． 各国の縫製工場の様子・二次加工工場を学ぶ                                   

【講義】 

サンプル・資料を基に、日本・中国・ASEAN 現地の工場の様子を学ぶ 

商品化できるまでの LT(リードタイム)や製品コスト（CMT）を学習 

国内生産・海外生産のメリットデメリットを含め、MD構成・販売計画を立てる際のスケジュール感を学習

する 

  
【評価方法】  

出席日数 30%・作成物 30%・発表 40%     
 

主要教材図書              

参考図書     

その他資料   講師作成の Power point/プリント 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
国内工場パターンナーとして縫製工場での経験から、近年のニット・カットソーの工場設備の進化まで様々な角度から実体
験を基に、現状を講義の中で伝えていきます。 

実技ベースで商品化するカットソー商材の素材・縫製（特殊ミシン）について学ぶ 

 
記載者氏名  鈴木美穂 

 

文化服装学院教務部 
 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KG3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 インダストリアルマーチャンダイジング 3

年 

科目名 ファッションマーケティングⅡ 

単  位      1単位 

授業期間   前期 

 

担当教員(代表)： 岡部 健史 共同担当者：  
 

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

UNITED ARROWS企画のブランド立案企画と連動し、マーケティング・ブランディング・商品企画・販売戦略まで

を講義とグループワークで実践し、今後のブランド運営に活かせるような人材を育てたい。 

 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

テーマ 
マーケティング・ブランディング・商品企画・販売戦略までのプロセスを一気通貫したマーケティングを実践する。 
  
授業計画 
マーケティング・ブランディング・商品開発・販売戦略を講義し、グループワークで調査・実践を行い、発表を行う。 
所要コマ数：14コマ（講義：30％・グループワーク：50％・発表：20％） 
  
講義内容 
・市場調査／競合分析 
・ターゲット設定 
・3C 分析 
・SWOT 分析 
・ブランディング（可視化・言語化） 
・4P 分析 
・販売戦略／出口戦略 
マーケティングのフレームワークを講義し、グループワークで調査・実践し、発表を行う。 
  
UNITED ARROWS企画のブランド立案企画と連動し、マーケティング・ブランディング・商品企画・販売戦略までを講義と 
グループワークで実践し、今後のブランド運営に活かせるような人材を育てたい。 

 
【評価方法】  

 出席 60％ 授業内課題 40％ 

 
主要教材図書              

参考図書     

その他資料  弊社作成マーケティング資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介  
ビジネスデザイン、デザインコンサルティング会社でマーケティングからブランディング、ブランドディレクション、商品
開発・デザイン、出口戦略に至るまで一貫したプロジェクト推進を得意とする。 

グループワークを多く取り入れ、学生自身で課題を解決出来るような授業にしていきます。 

 
記載者氏名  グラファイト株式会社 岡部健史 

 

文化服装学院教務部 
 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



文化服装学院教務部

２０２５年度　カリキュラム科目概要

科ｺｰﾄﾞ KG2 科  名 単　　位 1単位

科目ｺｰﾄ	 科目名 授業時間 ２限目 通年

方法 コマ数 方法 コマ数

講義演習 1 講義 1

講義演習 1 講義演習 1

講義演習 1 講義演習 1

講義演習 1 講義演習 1

講義演習 1 講義演習 1

講義演習 1 講義演習 1

講義演習 1 講義演習 1

講義演習 1 講義演習 1

講義演習 1 講義演習 1

講義演習 1 講義演習 1

講義演習 1 講義演習 1

講義演習 1 講義演習 1

演習 1 講義演習 1

演習 1 講義 1

講義 1

記載者氏名： 　　田中はるみ

主要教材図書：オリジナル資料　
参考図書：商品装飾展示技能検定ガイドブック、 文化ファッション大系ファッション流通講座ディスプレイ・ＶＰ・ＶＭＤ、図解
VMDの本

VMDの知識と展開の基本③VP,PP,IP

VMDの知識と展開の基本④VP.PP,IP

VMDの知識と展開の基本⑤VP.PP,IP

VMDの知識と展開の基本⑥商品たたみ
方、掛け方

POP UP設営

VMDの知識と展開の基本⑧基本構成2

POP UP設営準備

POP UP設営 売場つくり/クリスマスディスプレイ
②
VMDとセール

VMD総集

売場つくり/ゾーニング③

売場つくり/テグスとシルクピンに
ついて
売場つくり/ECサイトとVMD

その他資料：街頭写真、過去の自己作品写真

授業の特徴と担当教員紹介:講義の後、課題にもとづいて実演をし、クラスでシェアをしていく。常にコミュニケーショ
ンをとりながら進めることを意図して授業をしていきます。フリーランス：スタイルアドバイザー

インダストリアル   マーチャン
ダイジング

VMD

【授業概要、到達目標・レベル設定】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　・ＶＭＤ全般
（概略、基礎的な技術、役割、ツールなど）
・通年を通して講義・演習を交えながらVMDのスキルを見に付ける。
・売場つくりの重要性を体感しながら、知ってもらうことを目的とする。
・VMDは他部署と繋ぐ役目がある為、コミュニケーション力、対応力、協調性の
　向上も育つ授業内容

自己紹介/名札作成（WS)

VMD概論とVMDの役割　　　　　　　　

VMDとは/什器マネキン説明　　　　　

VMDの知識と展開の基本①WD/VP

VMDの知識と展開の基本②マネキン・
トルソー

【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、
テーマ別所要コマ数、他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先

テーマテーマ

【評価方法】通年最後に課題提出、出欠席、授業態度（スキル）を見て判断し評価表に基づいて提出

売場つくり/ゾーニング②

VMDの知識と展開の基本⑦基本構成1 売場つくり/ライティング

売場つくり/クリスマスディスプレイ
準備

売場つくり/クリスマスディスプレイ
①

担当教員（代表）：田中はるみ 共同担当者：

前期の復習/夏季VMD課題

VMDの知識と展開の基本・ラッピン
グ
売場つくり/ＶＭＤプラン

売場つくり/購買分析・消費者心理

売場つくり/パースゾーニング①



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KG３ 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 インダストリアルマーチャンダイジング 

科目名 セールスワークⅡ 

単  位     １単位 

授業期間 4／11～9／19 
 

担当教員(代表)： 平山枝美 共同担当者： なし 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ブランドを運営するにあたり必要な、顧客視点を学ぶ 

ペルソナ作成や、カスタマージャーニーマップ、お客様へのインタビューなどを通じ、お客様がどのようなニー

ズを持っているのかを探る。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

１．顧客はなぜ必要か／どうしたら顧客は増えるか  講義・演習 １コマ 

２．どのような人をターゲットに設定するか 講義・演習 ２コマ 

３．ターゲットを可視化する（ペルソナシートの作成） 演習 １コマ 

４．顧客の行動パターンに仮説を立て、施策を練る（カスタマージャーニーマップの作成） 演習 １コマ 

５．お客様を知る（インタビューの知識と練習） 講義・演習 １コマ 

６．仮説を修正し、より精度を上げる（インタビューを反映した修正） 演習 ２コマ  

７．顧客に合わせた販促計画を立てる 演習・発表 ４コマ 

 
【評価方法】  

S～C・F  授業内での口頭試問での評価３０%、授業姿勢７０% 

 
 
主要教材図書  講師作成による資料            

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  

企業に入社し、デパートや商業施設で 7年間、販売員や店長、エリアマネージャーの経験があり、本社では VMDや店長育 
成のための研修講師を担当していました。キャリアを活かし、独立後、接客や店舗のマネジメントについてアパレルを中心
に講師として活動しています。 
ワークを中心とした授業を行います。一方的に知識を伝えるのではなく、企業での事例を伝えながら、自分たちならどうな
るか、顧客視点に立って施策を考える力を養います。 

 

記載者氏名  平山枝美 

 

文化服装学院教務部 
 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 
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